












SELECTING CLOUD SERVICES APPROACH FOR DATA STORAGE  








Cloud services have become more popular because of their decreasing cost. However, it is difficult to select the 
optimal cloud service because there a many services whose service levels are different. We evaluate our 
proposed method for dynamically selecting the optimal cloud services to store data. Additionally, we evaluate 
using some actual cloud services and the results indicate it is possible to select an optimal combination of cloud 
services. 






















































































（２）(k, L, n)しきい値秘密分散法 





ある秘密情報 x に対して(k, L, n)しきい値秘密分散法を
適用すると，n 個の分散情報が生成され，そのうち k 個を
集めることで秘密情報の復号が可能になる．ここで，各
分散情報のデータサイズは秘密情報の 1/L 倍となってい
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図 2 ダウンロード時の利用モデル 
うちの k 個のサービスに接続し，分散情報を得ることで
秘密情報が復元可能となる．各クラウドサービスで保管

































3) コスト…預けるデータ 1GB ごとに必要な料金[円
/GB・月] 




以下の 4 つの項目を定義する． 


















表 1 ユーザの要求項目と SLA の関係 








































k - - - 良化 悪化 悪化 
L - 良化 良化 悪化 - 良化 
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ここで，A(i)はクラウド i の稼働率とする． 
 
b. 転送時間 















































4 つの指標について，各クラウドサービスの SLA より抽
出された値を纏めたものを以下の表 4 SLA より求めた
クラウドサービスの性質に示す． 
 
表 4 SLA より求めたクラウドサービスの性質 
 
機密性については，Google Drive は SLA においてセキ
ュリティ規格の取得をしていることが明記されているた









ータである k, L, n も変化させることでマルチクラウド
環境の性質がどのように変化するかについても評価を行
った．ここで，Google Drive，CloudN，BOX，Dropbox 及
び One Drive はそれぞれ P1，P2，P3，P4，P5 とする．以




せ一覧，表 6 クラウドを 3 つ使用したマルチクラウド環
境の組み合わせ一覧及び表 7 クラウドを 4 つ使用した
マルチクラウド環境の組み合わせ一覧に示す． 
 
表 5 クラウドを 2 つ使用したマルチクラウド環境の組み
合わせ一覧 
k L n 稼働率 機密性 コスト 内容 
1 2 2 0.9989001 0.001 25.2 P1,P2 
1 2 2 0.998001 0.005 22.6 P1,P3 
1 2 2 0.998001 0.001 17.14 P1,P4 
1 2 2 0.9989001 0.005 16.6 P1,P5 
1 2 2 0.9989001 0.05 14.6 P2,P3 
1 2 2 0.9989001 0.01 9.14 P2,P4 
1 2 2 0.99980001 0.05 8.6 P2,P5 
1 2 2 0.998001 0.05 6.54 P3,P4 
1 2 2 0.9989001 0.25 6 P3,P5 
1 2 2 0.9989001 0.05 0.54 P4,P5 
 
 
表 6 クラウドを 3 つ使用したマルチクラウド環境の組み
合わせ一覧 
k L n 稼働率 機密性 コスト 内容 
2 1 3 0.9999988 0.055 31.2 P1,P2,P3 
2 1 3 0.9999988 0.0118 25.74 P1,P2,P4 
2 1 3 0.99999979 0.055 25.2 P1,P2,P5 
2 1 3 0.999997002 0.055 23.14 P1,P3,P4 
2 1 3 0.9999988 0.255 22.6 P1,P3,P5 
2 1 3 0.9999988 0.5545 17.14 P1,P4,P5 
2 1 3 0.9999988 0.1 15.14 P2,P3,P4 
2 1 3 0.99999979 0.775 14.6 P2,P3,P5 
2 1 3 0.99999979 0.1 9.14 P2,P4,P5 
2 1 3 0.9999988 0.775 6.54 P3,P4,P5 
3 1 3 0.9979012 0.0005 31.2 P1,P2,P3 
3 1 3 0.9979012 0.0001 25.74 P1,P2,P4 
3 1 3 0.99880021 0.0005 25.2 P1,P2,P5 
3 1 3 0.997002999 0.0005 23.14 P1,P3,P4 
3 1 3 0.9979012 0.0025 22.6 P1,P3,P5 
3 1 3 0.9979012 0.5545 17.14 P1,P4,P5 
3 1 3 0.9979012 0.005 15.14 P2,P3,P4 
3 1 3 0.99880021 0.025 14.6 P2,P3,P5 
3 1 3 0.99880021 0.005 9.14 P2,P4,P5 













有り 有り 有り 無し 
CloudN 有り 有り 有り 無し 
Box 有り 有り 有り 無し 
One 
Drive 
有り 有り 有り 無し 
Dropbox 無し 無し 有り 無し 
サービス名 稼働率 機密性 コスト 
Google Drive 0.999 0.01 16.6 
CloudN 0.9999 0.1 8.60 
Box 0.999 0.5 6.00 
One Drive 0.999 0.1 0.54 
Dropbox 0.9999 0.5 0.00 
表 7 クラウドを 4 つ使用したマルチクラウド環境の組
み合わせ一覧 






























































































































































k L n 稼働率 機密性 コス
ト 
内容 
2 1 4 0.99999999978 0.30475 31.2 P1,P2,P3,P5 







時に One  Drive,Dropbox,Box を組み合わせたマルチクラ
ウド環境であるため，これを最適なクラウドサービスの
組み合わせとして選出した． 




を以下の図 4 Dropbox へのアップロード結果，図 5 
Google Drive へのアップロード結果，図 6 Box へのアッ








図 7 One Drive へのアップロード結果 
図 5 Google Drive の内容 
図 3 プロトタイプの構成図 
図 6 Box へのアップロード結果 
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